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私たちは、次の報道に情けない憤りを強く持ちました。 

＜岸田政権が 8月 24日、「グリーントランスフォーメーション（GX）実行会議」で長期的な電力の 

安定供給に向けて、次世代原発の開発・建設を検討する方針を打ち出し、年末までに具体的な結

論をまとめる方針。 

・原発の新増設・リプレース（建て替え） 

・最長 60年としてきた原発の運転期間の延長を検討する 

・電力の安定供給と脱炭素社会の実現に向け、原発活用を進める姿勢を鮮明に＞ 

 

 東電福島第一原発事故後１１年半、岸田政権はレベル７の過酷事故がどれだけの命と生活と

生業を奪ったかを忘れたのですか！  

岸田政権はどれだけ原子力発電が危険でありどれだけ地球を放射能汚染するかを知ろうとしない

のですか！ 

 

プーチンロシアがウクライナに侵攻開始して早や半年になろうとし、未だに毎日殺し殺される戦い

が続けられています。人類は何と愚かな生き物なのでしょう。そればかりか、大事故を起こしたチェ

ルノブイリ原発のみならず欧州最大規模のザポリージャ原発で砲撃が相次ぎ、IAEA も原発の安全

性の確保に強い懸念を示し調査に入っています。 

ウクライナの戦争が、原発が原爆になりうる、原発が自国に向けた核兵器になりうるとともに、使

用済み核燃料を 10 年以上冷やし続けないと核分裂を起こしうることも明らかにしました。原子力発

電所は人類が制御できるものではありません。 

それにもかかわらず、岸田自公政権と経産省・資源エネルギー庁は、原発推進・再エネ冷遇の愚

かなエネルギー政策の失敗を隠しながら、エネルギー危機と電力逼迫を口実に、またまた原発推進

政策を続けようとしています。 

広島・長崎・福島を経験した地震多発列島日本で原発を動かすことは絶対に許されません。 

特に、営業運転開始後４０年以上経過した老朽原発（美浜３，高浜１，２，東海第二）の稼働はあ

まりに危険だし、賄賂受取関電がトラブル続きの高浜・大飯を稼働することも非常に危険で、近畿の

水がめ琵琶湖の放射能汚染が心配です。 

福島は終わっていません。緊急事態宣言は今も生きており、何度も改訂された廃炉ロードマップ

を誰も信じていません。「廃炉」の定義も姿もあいまいなままでこのまま百年以上かかると言われて

います。 

地下水流入対策も失敗続きで、今は地元や漁協との約束を無視して、130 万トンを超える放射能

汚染水を３０年以上かけて希釈・拡散して福島港・太平洋を汚し続けようとしています。オリンピック

招致の為の安倍元首相の＜アンダーコントロール・ブロックできている＞の嘘の責任を誰がとった

のでしょうか？ 

司法の場でも、昨年の水戸地裁判決や本年の東電株主代表訴訟など、国と東電の責任が問わ



れ、原発再稼働にもストップがかかっています。 

私たちは以下の施策の実現を強く求めます。 

１ 核のゴミをふやしてはいけない 

 お湯を沸かす為に核分裂を起こす愚かな原子力発電は、放射性物質をまき散らし、核のゴミ（死

の灰）を貯めるのでを直ちに止める。特に、日本学術会議の警告＜地震列島日本では地層処分で

は10万年持たない＞との原子力委員会への答申を尊重するべきです。 

２ ＜可能な限り原発依存度を低減する＞を遵守せよ 

 3年かけて検討し閣議決定した第６次「エネルギー基本計画」の＜可能な限り原発依存度を低減

する＞を岸田政権は遵守するべきです。 

３ ４０年ルールを守れ 

 １０年前に国会で決意し炉規法に規定した４０年ルールを遵守してください。関西電力が老朽原発

を稼働しているがトラブル続きで非常に危険で直ちに止めるべきです。また、高浜1，2号・東海第二

の運転期間延長も非常に危険です。 

４ 海を地球を放射性物質で汚すな 

 東電福島第一原発の放射能汚染水を海に流してはいけません。過酷事故のしわ寄せの為に世界

三大漁場のひとつ「北西太平洋漁場」を汚染してはいけません。 

５ 原子力ムラに群がる人たちに騙されるな 

 経産省・電力会社・ゼネコン・原子力規制委員会などなど原子力発電に取り組んできた人が多い

からと言って、原子力発電を継続することは人類の愚の骨頂です。 

 

以上、東電福島第一原発事故を忘れず脱原発を実現することを強く求めます。 

 


